(別添様式１- １)
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　　項：社会福祉費　　目：障害者福祉費
	事業名: 点訳音訳奉仕団育成事業補助金（単補）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　健康福祉部　障害福祉課　社会参加担当　電話番号：058-272-1111（内2614）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11226@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：100千円（前年度予算額：100千円）

	事業内容


	１　事業の内容


・岐阜アソシアの点訳・音訳ボランティア及びその練習中の者、事務作業ボランティア等の協力者で組織する岐阜アソシア奉仕者の会（「岐阜はもんの会」）の育成強化を図ることによって、点訳ボランティア、音訳ボランティア等の資質の向上と各ボランティアの活動の円滑化を図る。
（活動内容）

・機関誌「心」の発行
　奉仕者の会の機関誌「心」（月刊　B5判12頁程度　約560部印刷）を毎月発行して会員及びボランティア希望者、関係団体、各施設等に郵送配布し、会員相互のコミュニケーションを密にするとともに、資質の向上に努める。
・ボランティア活動事業
　岐阜県図書館との相互協力によるリーディングサービス事業を積極的に推進し、点訳及び音訳によって視覚障がい者のニーズに速やかに応えるよう努める。また、岐阜県視覚障害者福祉協会、同婦人部、同青年部、岐阜市視覚障害者福祉協会等の行事や活動に協力し、視覚障がい者の社会参加を促進する。なお、弱視者を対象とした「拡大教科書」「副教材」製作の充実強化を図る。
・研修会の開催
    毎月定期的に研修を開催し、点訳及び音訳技術の向上に努めるとともに、全国規模の研修会への代表者の派遣を行う。
	２　所要経費


・点訳音訳奉仕団育成事業補助金：１００千円（県10/10：定額補助）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


・＜平成22年度実績＞

（ボランティア強化）

・研修会の開催
　　例月開催：点訳学習会、点訳の集い、音訳学習会、点訳勉強会、音訳校正学習会、
ＤＡＩＳＹ学習会、点訳研究会、音訳研究会
例年派遣：全国盲人施設大会、音訳ボランティア研修会、点訳指導員研修会、音訳資格認定講習会

	３　これまでの取組に対する評価


・視覚障がい者の社会情報、文化情報に対する要望に応える点字図書・録音図書の製作について、点訳及び音訳のほとんどは、この奉仕団の無料奉仕によって行われている。したがって、奉仕団の活動が視覚障がい者から必要とされ、その活動継続が強く求められている。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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